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注：         は、点検する部位を示す。 

 

 

 

トランクルーム内のアース配線において、製造時の締め付け作業が不適切なため、インシュレータが噛み込んだ

状態でスタッドボルトに締め付けられているものがある。そのため、使用過程で緩みが発生して断線が生じ、横滑り

防止装置(ESP)の作動が停止することがある。また、緩みにより電気抵抗が増加して発熱することで周囲の部品が

溶損し、最悪の場合、火災に至るおそれがある。 

 

 

 

改善の内容 

全車両、トランクルーム内のアース配線の締め付け状態を点検する。インシュレータの噛み込みがある場合は

アース配線やスタッドボルト、ナットの接触面を点検し、インシュレータを修正したうえで規定トルクで締付け直す。

なお、接触面に損傷がある場合や、周囲に溶損がある場合は、関連する部品を新品に交換する。 

 

 

識別 ： 車台番号の付近に黄色の識別ペイントを塗布する 

写真は左ハンドル仕様⾞ 

不具合発生箇所 

アース配線 

トランクルーム内右側⾯ インシュレータ スタッドボルト 


